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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と第２の基板とが液晶層を介して対向するように配置された液晶表示装置で
あって、
　前記第１の基板における前記第２の基板に対向する面に設けられた第１の電極及び第２
の電極と、
　前記第２の基板における前記第１の基板に対向する面に設けられた第３の電極と、
　広視野角表示が選択されたときに前記第１の電極と前記第２の電極との間に画像データ
に対応した電圧を印加することによって前記液晶層での液晶分子の前記基板平面における
配向方向を前記画像データに対応した方向に制御するとともに、狭視野角表示が選択され
たときに前記第１の電極及び前記第２の電極と前記第３の電極との間に前記画像データに
対応した電圧を印加することによって前記液晶層での液晶分子の前記基板平面に対する傾
斜角度を前記画像データに対応した角度に制御する表示駆動手段と、
を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１の電極及び前記第２の電極は、所定の領域において、櫛歯部を有する櫛形形状
に形成された櫛形導電膜からなる電極であり、前記第１の電極と前記第２の電極の延伸方
向を互いに平行になるように配置され、
　前記第３の電極は、前記第１の電極及び前記第２の電極の配列領域全体に対向する一枚
膜状の電極である、
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ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の電極は、前記第２の電極よりも前記液晶層から離れた層として設けられ、
　前記第２の電極は、所定のピッチの櫛形導電膜からなる電極であり、
前記第３の電極は、前記第１の電極及び前記第２の電極の配列領域全体に対向する一枚膜
状の電極である、
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記液晶層は、誘電率異方性が正の液晶分子からなり、初期配向状態が水平配向になる
ように設定されていることを特徴とする請求項１から３の何れかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、視野角可変型の液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　視野角可変型の液晶表示装置としては、従来、間隙を存して対向する一対の基板間に、
液晶分子がその分子長軸を一方向に揃えてホモジニアス配向した液晶層を設け、前記一対
の基板の互いに対向する内面のうち、一方の基板の内面に、間隔を存して隣接する第１の
細長電極と第２の細長電極とからなる電極対が複数配列された画素を行方向及び列方向に
マトリックス状に複数配列して設け、他方の基板の内面に、前記第１と第２の電極の一方
に対向する第３の電極を設けた液晶表示素子を備えたものがある（特許文献１参照）。
【０００３】
　この液晶表示装置は、前記液晶表示素子の一方の基板の内面に設けられた各電極対の第
１と第２の電極間に画像データに応じた駆動電圧を印加することにより、前記第１の電極
と第２の電極との間に生じる横方向の電界により液晶分子を、基板面と平行な面内で、そ
の配向方位（分子長軸の向き）を変化させることにより画像を表示するものであり、広い
視野角を有している。
【０００４】
　そして、この液晶表示装置は、前記液晶表示素子の他方の基板の内面に前記第３の電極
を設けているため、前記第１と第２の電極の一方と前記第３の電極との間に電圧を印加す
ることにより、基板面に対して斜め方向に電界が形成され、液晶分子が基板面に対して斜
め方向に応答するため視野角を狭くすることができる。
【特許文献１】特開平１１―３０７８３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記従来の視野角可変型液晶表示装置は、液晶分子の分子長軸を一方向に揃え
てホモジニアス配向させた液晶層を有し、一方の基板に設けた電極対間の横方向電界によ
り前記液晶分子の配向方向を基板面に沿った方向に変化させて画像を表示し、対向する基
板に設けた第３の電極と前記電極対のうちの前記第３電極に対向する電極間には、前記対
向する電極に印加される電圧に応じた電圧を印加するものであるため、視野角の範囲を充
分に大きく制御することが難しい。
【０００６】
　この発明は、視野角の範囲を充分に大きく制御することができる視野角可変型の液晶表
示装置を提供することを目的としたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、第１の基板と第２の基板とが液晶層を介して対向するように配置された液
晶表示装置であって、前記第１の基板における前記第２の基板に対向する面に設けられた
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第１の電極及び第２の電極と、前記第２の基板における前記第１の基板に対向する面に設
けられた第３の電極と、広視野角表示が選択されたときに前記第１の電極と前記第２の電
極との間に画像データに対応した電圧を印加することによって前記液晶層での液晶分子の
前記基板平面における配向方向を前記画像データに対応した方向に制御するとともに、狭
視野角表示が選択されたときに前記第１の電極及び前記第２の電極と前記第３の電極との
間に前記画像データに対応した電圧を印加することによって前記液晶層での液晶分子の前
記基板平面に対する傾斜角度を前記画像データに対応した角度に制御する表示駆動手段と
、を備えたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、視野角の範囲を充分に大きく制御することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　　（第１の実施形態）
　図１～図７はこの発明の第１の実施例を示しており、図１は液晶表示装置を備えた電子
機器の正面図、図２は前記液晶表示装置の液晶表示素子の一方の基板の一部分の平面図、
図３は前記液晶表示素子の一部分の断面図である。
【００１１】
　まず、図１に示した電子機器について説明すると、この電子機器は、電話機本体１と、
基端を前記電話機本体１の先端に枢支され、図のように電話機本体１の外方に張出された
開状態と、前記電話機本体１の上に重ねられた閉状態とに開閉回動される蓋体２とからな
る折りたたみ型携帯電話機であり、電話機本体１の前面（蓋体２の重なり面）に、キーボ
ード部３及びマイク部４が設けられ、前記蓋体２の前面（折りたたみ時に電話機本体１の
前面に対向する面）に、表示部５及びスピーカ部６が設けられている。
【００１２】
　次に、液晶表示装置について説明すると、この実施例の液晶表示装置は、前記携帯電話
機の蓋体２内に前記表示部５に対向させて配置された液晶表示素子１０と、前記蓋体２内
に前記液晶表示素子１０の観察側とは反対側に対向させて配置された面光源３１（図３参
照）と、前記液晶表示素子１０を駆動するための表示駆動手段３２とを備えている。
【００１３】
　前記液晶表示素子１０は、間隙を存して対向する一対の透明基板１１，１２間に、正の
誘電異方性を有し、液晶分子が分子長軸を一方向に揃えて非ツイスト状態でホモジニアス
配向したネマティック液晶層１３が設けられたものであり、前記一対の基板１１，１２の
互いに対向する内面のうち、一方の基板、例えば観察側（図３において上側）とは反対側
の基板１２の内面に、前記ホモジニアス配向した液晶分子の分子長軸に対して予め定めた
角度で交差する方向に沿う細長形状に形成された互いに隣接する第１と第２の電極１４ａ
，１４ｂからなる複数の電極対が設けられ、他方の基板、つまり観察側基板１１の内面に
、前記複数の電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂに対向する対向電極２４が設け
られている。
【００１４】
　この実施例において、前記液晶表示素子１０の一方の基板（以下、電極基板という）１
２の内面の各電極対は、予め定めた間隔をおいて平行に形成され、一方の端部において互
いに接続された２つの第１電極１４ａと、その一方の第１電極１４ａの一側と、他方の第
１電極１４ａの一側とにそれぞれ前記２つの第１電極１４ａの間隔の１／２の間隔をおい
て平行に形成され、一方の端部において互いに接続された２つの第２電極１４ｂとからな
っており、前記２つの第１電極１４ａと２つの第２電極１４ｂとにより、１つの画素部Ａ
が形成され、これらの画素部Ａが行方向及び列方向にマトリックス状に配列している。
【００１５】
　なお、前記２つの第１電極１４ａは、２つの櫛歯部を有する櫛形形状に形成された第１
の櫛形導電膜からなり、前記２つの第２電極１４ｂは、２つの櫛歯部を有する櫛形形状に
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形成され、前記第１の櫛形導電膜とは逆向きで且つ前記第１の櫛形導電膜の櫛歯部に対し
て１／２ピッチずらして配置された第２の櫛形導電膜からなっている。
【００１６】
　また、この液晶表示素子１０は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）をアクティブ素子とする
アクティブマトリックス液晶表示素子であり、前記各電極対の２つの第１電極１４ａは、
前記第１の櫛形導電膜の一端部において、前記電極基板１２の内面に前記各電極対にそれ
ぞれ対応させて設けられた第１のＴＦＴ１５ａに接続され、前記各電極対の２つの第２電
極１４ｂは、前記第２の櫛形導電膜の一端部において、前記電極基板１２の内面に前記各
電極対にそれぞれ対応させて設けられた第２のＴＦＴ１５ｂに接続されている。
【００１７】
　前記第１と第２のＴＦＴ１５ａ，１５ｂは、前記電極基板１２の基板面上に形成された
ゲート電極１６と、前記ゲート電極１６を覆って電極基板１２の略全面に形成された透明
なゲート絶縁膜１７と、このゲート絶縁膜１７の上に前記ゲート電極１６と対向させて形
成されたｉ型半導体膜１８と、前記ｉ型半導体膜１８の両側部の上にｎ型半導体膜（図示
せず）を介して設けられたソース電極１９およびドレイン電極２０とからなっており、前
記第１のＴＦＴ１５ａは、前記各電極対の一方の側に配置され、前記第２のＴＦＴ１５ｂ
は、前記各電極対の反対側に配置されている。
【００１８】
　さらに、前記電極基板１２の内面には、各行の第１のＴＦＴ１５ａと第２のＴＦＴ１５
ｂにそれぞれゲート信号を供給するための複数本の第１と第２のゲート配線２１ａ，２１
ｂと、各列のＴＦＴ１５ａ，１５ｂにそれぞれデータ信号を供給するための複数本の第１
と第２のデータ配線２２ａ，２２ｂとが設けられている。
【００１９】
　前記第１と第２のゲート配線２１ａ，２１ｂは、前記電極基板１２の基板面上に、前記
ＴＦＴ１５ａ，１５ｂのゲート電極１６と一体に形成されており、前記第１と第２のデー
タ配線２２ａ，２２ｂは、前記ゲート絶縁膜１７の上に形成され、前記ＴＦＴ１５ａ，１
５ｂのドレイン電極２０に接続されている。
【００２０】
　また、前記２つの第１電極１４ａを形成する前記第１の透明導電膜は、前記ゲート絶縁
膜１７の上に形成されて前記第１のＴＦＴ１５ａのソース電極１９に接続されており、前
記２つの第２電極１４ｂを形成する前記第２の透明導電膜は、前記ＴＦＴ１５ａ，１５ｂ
とデータ配線２２ａ，２２ｂ及び第１電極１４ａを覆って電極基板１２の略全面に形成さ
れた透明な層間絶縁膜２３の上に形成され、前記層間絶縁膜２３に設けられたコンタクト
孔（図示せず）において前記第２のＴＦＴ１５ｂのソース電極１９に接続されている。
【００２１】
　一方、前記観察側の基板（以下、対向基板という）１１の内面に設けられた対向電極２
４は、前記電極基板１２の各電極対の配列領域全体に対向する一枚膜状の透明導電膜から
なっており、前記各画素を形成する各電極対と前記対向電極２４とが互いに対向する領域
によりそれぞれ、前記電極対の第１電極１４ａ及び第２電極１４ｂと対向電極２４との間
に生じる縦方向の電界によって画像を表示する場合の複数の画素部を形成される。
【００２２】
　この液晶表示素子１０は、前記複数の画素部Ａ毎にそれぞれ対応する赤、緑、青の３色
のカラーフィルタ２５Ｒ，２５Ｇ，２５Ｂを備えたカラー画像表示素子であり、前記カラ
ーフィルタ２５Ｒ，２５Ｇ，２５Ｂは前記対向基板１１の基板面上に形成され、その上に
前記対向電極２４が形成されている。
【００２３】
　また、前記対向基板１１の内面と、前記電極基板１２の内面にはそれぞれ、前記対向電
極２４及び前記各電極対の第２電極１４ｂを覆って、透明な水平配向膜２６，２７が設け
られており、これらの配向膜２６，２７は、互いに平行で且つ逆方向にラビング処理され
ている。
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【００２４】
　前記一対の対向基板１１と、前記電極基板１２は、前記各電極対の配列領域、つまり液
晶表示素子１０の画面領域を囲む枠状のシール材（図示せず）を介して接合されている。
【００２５】
　そして、前記液晶層１３は、前記対向基板１１と電極基板１２との間の前記シール材で
囲まれた領域に封入されており、この液晶層１３の液晶分子は、前記配向膜２６，２７の
ラビング方向に分子長軸を揃えてホモジニアス配向している。
【００２６】
　なお、前記電極基板１２には、前記対向基板１１の外方に張出すドライバ搭載部が形成
されており、この電極基板１２に設けられた第１と第２のゲート配線２１ａ，２１ｂ及び
第１と第２のデータ配線２２ａ，２２ｂと、前記電極基板１１に設けられた対向電極２４
は、図示しないリード配線を介して前記ドライバ搭載部に搭載されたＬＳＩからなるドラ
イバ素子３３（図１参照）に接続されている。
【００２７】
　また、前記対向基板１１と前記電極基板１２の外面にはそれぞれ偏光板２８，２９が配
置されており、さらに、前記対向基板１１とその外面に配置された偏光板２８との間には
、外部からの静電気を遮断するための一枚膜状の透明導電膜３０が設けられている。
【００２８】
　図４は、前記液晶表示素子１０の対向基板１１と電極基板１２との内面にそれぞれ設け
られた水平配向膜２６，２７のラビング方向１１ａ，１２ａと前記偏光板２８，２９の透
過軸２８ａ，２９ａの向きを示しており、この実施例では、前記配向膜２６，２７のラビ
ング方向１１ａ，１２ａを、液晶表示素子１０の画面の縦軸Ｏに対して例えば観察側から
見て左回りに予め定めた角度θずれた方向に設定し、観察側の偏光板２８の透過軸２８ａ
の向きを、前記画面の縦軸Ｏに対して前記観察側から見て右回りに実質的に４５°－θず
れた方向、つまり前記配向膜２６，２７のラビング方向１１ａ，１２ａに対して実質的に
４５°ずれた方向に設定し、反対側の偏光板２９の透過軸２９ａの向きを、前記画面の縦
軸Ｏに対して前記観察側から見て右回りに実質的に９０°－θずれた方向、つまり観察側
偏光板２８の透過軸２８ａに対して実質的に直交する方向に設定し、前記液晶表示素子１
０をノーマリーホワイトモードの表示素子としている。
【００２９】
　また、前記液晶表示素子１０の観察側とは反対側に対向させて配置された面光源３１は
、その構成は図示しないが、例えば、前記液晶表示素子１０の画面領域に対向する面積を
有する板状の透明部材の一端面に光を入射させる入射端面が形成され、２つの板面の一方
に前記入射端面から入射した光の出射端面が形成され、他方の板面に前記入射端面から入
射した光を前記出射面に向けて反射する反射面が形成された導光板と、前記導光板の入射
端面に対向させて配置され、前記入射端面に向けて光を出射するＬＥＤ（発光ダイオード
）等の複数の固体発光素子からなっている。
【００３０】
　一方、図１に示した表示駆動手段３２は、前記液晶表示素子１０のドライバ搭載部に搭
載されたドライバ素子３３と、図示しない制御部とからなっており、また、前記携帯電話
機には、広視野角と狭視野角とを選択するための視野角選択キー３５が設けられている。
なお、この実施例では、視野角選択キー３５を前記蓋体２の前面に設けているが、前記視
野角選択キー３５は電話機本体１に設けてもよい。
【００３１】
　前記表示駆動手段３２は、前記視野角選択キー３５による広視野角と狭視野角との選択
に応じて、前記液晶表示素子１０の各電極対の第１と第２の電極１４ａ，１４ｂ間と、前
記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂと対向電極２４との間と、のいずれかに
、画像データに応じた駆動電圧を選択的に印加するように構成されている。
【００３２】
　すなわち、前記表示駆動手段３２は、前記視野角選択キー３５により広視野角が選択さ
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れたときに、前記液晶表示素子１０の各画素行を順次選択して選択行の第１と第２のゲー
ト配線２１ａ，２１ｂに同時にゲート信号を供給し、それに同期させて、第１と第２のデ
ータ配線２２ａ，２２ｂの一方、例えば第１のデータ配線２２ａに画像データに応じたデ
ータ信号を供給し、他方のデータ配線、つまり第２のデータ配線２２ｂに予め定めた基準
電位信号を供給することにより、前記各電極対の第１と第２の電極１４ａ，１４ｂ間に前
記画像データに応じた駆動電圧を印加する。
【００３３】
　また、前記表示駆動手段３２は、前記視野角選択キー３５により狭視野角が選択された
ときに、前記液晶表示素子１０の各画素行を順次選択して選択行の第１と第２のゲート配
線２１ａ，２１ｂに同時にゲート信号を供給し、それに同期させて、第１と第２のデータ
配線２２ａ，２２ｂの両方に画像データに応じたデータ信号を供給し、対向電極２４に予
め定めた基準電位信号を供給することにより、前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ
，１４ｂと前記対向電極２４との間に前記画像データに応じた駆動電圧を印加する。
【００３４】
　図５～図７はそれぞれ、前記表示駆動手段３２による前記液晶表示素子１０の１つの画
素部Ａの動作状態の概念と、そのときの液晶分子の配向状態を模式的に示した図であり、
図５は電圧無印加状態、図６は前記各電極対の第１と第２の電極１４ａ，１４ｂ間に駆動
電圧を印加した状態、図７は前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂと対向電
極２４との間に駆動電圧を印加した状態を示している。なお、図５～図７において、（ａ
）は液晶表示素子１０の断面方向における液晶分子の配向状態、（ｂ）は前記液晶表示素
子１０の観察側から見た液晶分子の配向状態、すなわち、基板１１，１２の法線方向から
見た液晶分子の配向方位（分子長軸の向き）を示している。
【００３５】
　図５～図７のように、前記表示駆動手段３２は、画像データに応じた電圧信号を発生す
る信号源３４と、前記信号源３４からの電圧信号を、前記各電極対の第１の電極１４ａと
第２の電極１４ｂとの間と、前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂと前記対
向電極２４との間と、のいずれかに選択的に印加するための第１及び第２のスイッチＳ１
，Ｓ２と、により構成されている。
【００３６】
　前記液晶表示素子１０の各画素部Ａの液晶分子１３ａは、前記第１及び第２のスイッチ
Ｓ１，Ｓ２を開放した電圧無印加時は、図５のように、分子長軸を一方向に揃えてホモジ
ニアス配向する。この実施例では、前記液晶表示素子１０をノーマリーホワイトモードの
表示素子としているため、電圧が印加されない画素部Ａの表示は明表示である。
【００３７】
　そして、前記第２のスイッチＳ２を閉じて前記各電極対の第１と第２の電極１４ａ，１
４ｂ間に駆動電圧を印加したときは、前記液晶分子１３ａが、図５のホモジニアス配向か
ら、前記第１の電極１４ａと第２の電極１４ｂとの間に生じる横方向の電界により、図６
のように、電極基板１２面と平行な面内で、方位を変化させて配向し、その画素部Ａの表
示が暗表示になる。
【００３８】
　また、前記第１のスイッチＳ１を閉じて前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１
４ｂと前記対向電極２４との間に駆動電圧を印加したときは、前記液晶分子１３ａが、図
５のホモジニアス配向から、前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂと前記対
向電極２４との間に生じる縦方向の電界により、図７のように、基板１１，１２面に対し
て立上がり配向し、その画素部Ａの表示が暗表示になる。
【００３９】
　このように、この液晶表示装置は、液晶分子１３ａの分子長軸を一方向に揃えてホモジ
ニアス配向させた液晶層１３を有する液晶表示素子１０に、その一方の基板１２の内面に
設けられた各電極対の第１と第２の電極１４ａ，１４ｂ間への画像データに応じた駆動電
圧の印加による画像表示と、前記各電極対の第１及び第２の電極１４ａ，１４ｂと他方の
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基板１１の内面に設けられた対向電極２４との間に画像データに応じた駆動電圧を印加す
ることによる画像表示と、を選択的に行なわせるようにしたものであり、前記各電極対の
第１と第２の電極１４ａ，１４ｂ間に駆動電圧を印加することにより、前記第１の電極１
４ａと第２の電極１４ｂとの間に生じる横方向の電界により前記液晶分子１３ａの配向方
向を基板１１，１２面に沿った方向に変化させて画像を表示し、前記各電極対の第１及び
第２の電極１４ａ，１４ｂと前記対向電極２４との間に駆動電圧を印加することにより、
これらの電極間に生じる縦方向の電界により前記液晶分子１３ａを前記基板１１，１２面
に対して立上がり配向させて画像を表示する。
【００４０】
　この液晶表示装置は、前記横方向の電界により液晶分子１３ａの配向方向を基板１１，
１２面に沿った方向に変化させて画像を表示するときに、前記液晶表示素子１０が広視野
角特性を示し、前記縦方向の電界により前記液晶分子１３ａを前記基板１１，１２面に対
して立上がり配向させて画像を表示するときに、前記液晶表示素子１０が狭視野角特性を
示す。
【００４１】
　すなわち、この液晶表示装置は、液晶表示素子１０の液晶分子１３ａの配向状態を、前
記ホモジニアス配向状態から横方向電界の印加により基板１１，１２面と平行な面内で変
化させることにより画像を表示する広視野角表示と、前記液晶表示素子１０の液晶分子１
３ａを、前記ホモジニアス配向状態から縦方向電界の印加により立上がり変化させて画像
を表示する狭視野角表示と、を選択的に行なうものであり、したがって、視野角を充分な
広さと充分な狭さとに制御することができる。
【００４２】
　そのため、この液晶表示装置を備えた図１の携帯電話機は、表示部５の電話番号等のア
ドレス表示や、電子メール表示を、複数人で見れるように広視野角で表示したり、他人に
は見えないように狭視野角で表示したりすることができる。
【００４３】
　なお、上記液晶表示装置は、携帯電話機に限らず、他の表示部を有する電子機器等にも
利用することができる。
【００４４】
　また、上記実施例の液晶表示装置では、液晶表示素子１０を、一対の偏光板２８，２９
の透過軸２８ａ，２９ａを実質的に直交させたノーマリーホワイトモードの表示素子とし
ているが、前記液晶表示素子１０は、前記偏光板２８，２９の透過軸２８ａ，２９ａを実
質的に平行にしたノーマリーブラックモードの表示素子でもよい。
【００４５】
　　（第２の実施形態）
　図８及び図９はこの発明の第２の実施例を示しており、図８は液晶表示装置の液晶表示
素子の一方の基板の一部分の平面図、図９は前記液晶表示素子の一部分の断面図である。
なお、この実施例において、上述した第１の実施例に対応するものには図に同符号を付し
、同一のものについてはその説明を省略する。
【００４６】
　この実施例の液晶表示装置は、液晶表示素子１０の電極基板（例えば観察側とは反対側
の基板）１２の内面の各電極対を構成する第１と第２の電極１４ａ，１４ｂのうち、基板
面上の第１電極１４ａを、画素部Ａの全体に対応する形状に形成し、層間絶縁膜２３上の
第２の電極１４ｂを、上記第１の実施例よりも小さいピッチの櫛形導電膜、例えば４つの
櫛歯部を有する櫛形導電膜により形成したものであり、他の構成は第１の実施例と同じで
ある。
【００４７】
　この液晶表示装置は、前記液晶表示素子１０の前記電極基板１２の内面の各電極対を、
画素部Ａの全体に対応する形状の第１電極１４ａと、上記第１の実施例よりも小さいピッ
チで隣接する複数（この実施例では４つ）の第２電極１４ｂとにより構成しているため、
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を小ピッチで生じさせ、画素部Ａの大部分の領域の液晶分子を基板１１，１２面に沿って
配向させて高コントラストの表示を得るとともに、前記各電極対の第１及び第２の電極１
４ａ，１４ｂと対向電極２４との間への駆動電圧の印加により画素部Ａの全体に縦方向電
界を生じさせ、液晶分子を画素部Ａの全体にわたって均等に立上がり配向させて高コント
ラストの表示を得ることができる。
【００４８】
　したがって、この実施例の液晶表示装置によれば、上記第１の実施例と同様に視野角を
充分な広さと充分な狭さに制御することができるとともに、広視野角表示のときも狭視野
角表示のときも高いコントラストを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】液晶表示装置を備えた電子機器の正面図。
【図２】この発明の第１の実施例を示す液晶表示装置の液晶表示素子の一方の基板の一部
分の平面図。
【図３】前記液晶表示素子の一部分の断面図。
【図４】前記液晶表示素子の一対の基板の内面にそれぞれ設けられた水平配向膜のラビン
グ方向と偏光板の透過軸の向きを示す図。
【図５】電圧無印加状態における表示駆動手段による液晶表示素子の１つの画素部の動作
状態の概念と、そのときの液晶分子の配向状態を模式的に示す図。
【図６】各電極対の第１と第２の電極間に駆動電圧を印加した状態における表示駆動手段
による液晶表示素子の１つの画素部の動作状態の概念と、そのときの液晶分子の配向状態
を模式的に示す図。
【図７】各電極対の第１及び第２の電極と対向電極との間に駆動電圧を印加した状態にお
ける表示駆動手段による液晶表示素子の１つの画素部の動作状態の概念と、そのときの液
晶分子の配向状態を模式的に示す図。
【図８】この発明の第２の実施例を示す液晶表示装置の液晶表示素子の一方の基板の一部
分の平面図。
【図９】第２の実施例の液晶表示素子の一部分の断面図。
【符号の説明】
【００５０】
　１０…液晶表示素子、１１，１２…基板、１３…液晶層、１３ａ…液晶分子、１４ａ…
第１の電極、１４ｂ…第２の電極、１５ａ，１５ｂ…ＴＦＴ、２１ａ，２１ｂ…ゲート配
線、２２ａ，２２ｂ…データ配線、２３…層間絶縁膜、２４…対向電極、２５Ｒ．２５Ｇ
，２５Ｂ…カラーフィルタ、２６，２７配向膜、２８，２９…偏光板、３０…静電気遮断
導電膜、３１…面光源、３２…表示駆動手段、３３…ドライバ素子、３４…信号源、３５
…視野角選択キー。
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